
３つの力の育成：「深く考える力」「思いや考えを行動にする力」「自分に負けない力」 

（注１）「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計値 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 
校長 江戸谷 智章 

令和４年度の学校評価がまとまりましたので、その概要をご報告いたします。この報告は生
徒・保護者による学校生活に関するアンケート、行事の反省、日常の生活の様子等を総合し、
本校教職員でまとめたものです。紙面が限られているため、アンケート集計結果については、
学校ホームページに掲載いたしますので、あわせてご覧いただきますようお願いいたします。 
《今年度の成果として感じたこと》 
コロナ感染症がいまだ収束しない中ではありますが、生徒たちの前向きさにも触発され、徐々

にではありますが、修学旅行や１・２年生の校外学習をはじめ各学年行事など、従前の学校生
活を取り戻しつつあります。清学祭体育の部では、コロナ禍であっても充実したものとなるよ
う生徒と教職員が互いに知恵を出し合い新たなスタイルを構築しつつあります。また合唱の部
では、一定の制限はあったものの３年ぶりに市民会館で開催ができ、大きな成果をあげること
ができました。生徒たちも学習面のみならず係・委員会活動、学校行事や部活動等に精力的に
取り組み、よき校風がしっかりと継承されていることが感じられます。 
〇学校アンケートからは、昨年度に引き続き多くの生徒が楽しく充実した学校生活を送って
おり、友人関係も概ね良好である様子がうかがえます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「係・委員会・行事等に意欲的に取り組んでいる」：91.7％（生徒）、86.2％（保護者） 
・「仲間同士で切磋琢磨しようとする関係が築けている」：92.1％（生徒）、85.1％(保護者) 

 ・「学校の決まりや社会のルールを守っている」：97.6％（生徒）、97.5％（保護者） 
 ・「学校生活の中で活躍する機会や場がある」：75.2％（生徒）、73.3％（保護者） ※注１ 
 〇安定した学校生活を送れるようにするためには、生徒一人ひとりの判断力・実行力の育成

をはじめ集団生活をより向上させていく上で欠かせない人権意識の高揚は欠かせないもの
と考えます。令和５年度においても、円滑な人間関係を築いていけるよう、各種アンケー
ト等を定期的に実施し生徒の困り感の解決に向けて全教職員で寄り添ってまいります。ま
た、学校生活の基本である望ましい学級集団のあり方等についても教員研修をもつなどし、
個々の生徒への支援に、学級担任のみならず教職員間で課題共有し、多角的に対応ができ
るよう今後も努めてまいります。 

〇感染状況等を考慮しての実施ではありましたが、授業参観の場面を複数回持たせていただ
いたところ、多くの保護者の皆さまから高評価をいただきました。令和５年度につきまし
ても、可能な限り学校を開き、生徒たちの活動を公開できるよう努めてまいります。 

○徐々に教育活動も平常に戻りつつある中で、生徒が主体的に活躍できる機会や場の設定に 
 更なる工夫・取組が必要であると考えております。生徒会活動・学級活動等を中心に、生
徒自らが学校の主体者として自治活動に取り組み、生徒たちにとってより魅力ある学校と
なるよう教職員間で議論し取り組んでまいります。 
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令和４年度 学校運営の成果と今後の取組 
 



《課題および次年度に向けて》  
清新中学校ではこの３年間、清新中学校区内の小学校と教育連携を進め、中学校区の実態か

ら「深く考える力」「思いや考えを行動にする力」「自分に負けない力」の３つの力の育成を教
育活動の中心に据え、生徒たちの「生きる力」として取り組んでおります。次代を担う生徒た
ちの健全育成には、学校のみならず家庭・地域の連携は欠かせないとの考えから、今後更に本
中学校区の教育方針・実践内容等を発信し、学校運営の充実を図ってまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・「小中で取り組んでいる３つの力を知っている」：76.2％（生徒）、51.5％（保護者） 
・「学校は日々の教育活動を学校ＨＰ等で知らせている」：95.2％（生徒）、97.8％(保護者) 
〇義務教育９年間の生徒たちの育ちを大切にするために、今後更に清新中学校区として小・
中学校間の連携を密に図ると同時に、「めざす生徒像：３つの力」の育成に向けてより一層
保護者・地域の皆様とも共有し、次代を担う生徒の育成に取り組んでまいります。 

〇清新中学校ではこの３年間、学校の教育活動の「見える化」に向けて力を入れてまいりま
した。今後も本校が進める教育活動が保護者・地域の皆様の理解のもと進められるよう、
機会あるごとに学校ＨＰ等を通じて本校の教育活動の取組を発信してまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・「先生はわかりやすい授業づくりに取り組んでいる」：95.9％（生徒）、87.7％（保護者） 
・「先生は生徒に寄り添い相談や悩み事等に応じている」：92.5％（生徒）、88.9％(保護者) 
〇「生徒に寄り添い相談等に応じているか」については、８割以上の生徒・保護者が肯定的
に回答してはいるものの、少数とはいえども十分ではないという回答も見られます。この
ことに学校として真摯に目を向けて、これまで以上に教師と生徒・保護者との信頼関係を
築いていけるよう校内研修等を通して生徒理解等に組織的に取り組んでまいります。 

〇本校では教員の授業力の向上に向けて、教職員間で授業公開に組織的に取り組んでいると
ころですが、現段階で基礎的・基本的な学習の定着に課題もつ生徒も散見されております。
今後より一層、個々の生徒の教育的課題を把握するとともに、学習相談会等の実施のあり
方などについても検討・工夫を重ねてまいります。各ご家庭におかれましても、家庭学習
の習慣化に向けて話題にしていただけたらと思います。 

○国が示している部活動の地域移行については、本市でも検討が始まりました。部活動が生
徒の健全育成に大きな役割を担っている一方で、部活動の運営については教育課程外とい
う側面もあることから学校運営に際して慢性的な課題となっております。今後、本市の検
討内容、本校の問題点等について積極的に情報発信し、望ましい部活動のあり方について
保護者・地域の皆様とも共有してまいりたいと考えております。 

○新学習指導要領の全面実施に伴い、現在の学習評価は集団内の位置づけではなく、学習指
導要領に定める目標に対する生徒一人ひとりの達成度をみる「目標に準拠した評価」とな
っております。保護者の皆様には、今後も保護者会や学級懇談会等で学習評価の考え方・
取組についてご理解いただけるよう丁寧な説明に努めてまいります。 

 （参考：「学習評価」https://www.pref.kanagawa.jp/docs/v3p/cnt/f6679/index.html） 

以 上                                                                  



評価項目（評価％：上段４年度／下段３年度） 1 2 3 4

16 60 18 5.5

13.9 45.8 27 13.3

58 38 3.3 0.6

59 34.5 5.2 1.2

46 46 7 1.2

51.9 40.5 5.3 2.4

39 54 6.3 1.5

44.9 45.3 7.6 2.2

61 36 1.8 0.6

60.4 37.1 2.1 0.4

30 55 14 2.2

34.9 47.4 14.5 3.2

24 51 21 4

28.4 45.1 21.2 5.4

30 56 12 1.9

34.3 50.8 12.7 2.2

55 38 6 1.5

52.4 39.3 5.4 2.9

60 36 3.2 0.8

56.7 37.4 4.3 1.7

67 28 3 1.8

63.7 29.1 4.4 2.8

令和４年度　相模原市立清新中学校教育評価アンケート　

生徒アンケート集約結果　回答者数728名

＜回答選択肢＞

　１ ～している　２ どちらかといえば～している　３ あまり～していない　４ ほとんど～していない

あなたは、清新中学校区の小・中学校が連携して取り組んでいる「９年間かけて身

につけてほしい３つの力①深く考える力　②思いや考えを行動にする力　③自分

に負けない力」について、知っていますか。

③
あなたは、係や委員会活動、学校行事、部活動等に意欲的に取り組んでい

ますか。

①

② あなたは、安心して楽しい学校生活を過ごしていますか。

④
あなたは、学級・学年や部活動等の中で、仲間同士で互いに切磋琢磨しよ

うとする関係が築けていますか。

⑤
あなたは、私たちの約束（学校の決まり）や社会のルールを守っています

か。

⑥ あなたは、学習（授業や家庭学習）に意欲的に取り組んでいますか。

⑩ 先生方は、教え方を工夫し、分かりやすい授業をしていると思いますか。

⑪
学校は、学校だよりや学校ホームページ等で、日々の教育活動や生徒の様

子を知らせていますか。

⑦ あなたは、学校生活の中で活躍できる機会や場所はありますか。

⑧
あなたは、どのようなことに対しても最後まであきらめずに取り組んでい

ますか。

⑨
先生方は、悩みごと等の相談にのったり、家庭やあなたのことを理解しよ

うとしていると思いますか。



評価項目（評価％：上段４年度／下段３年度） 1 2 3 4

5.5 46 36 12

6.7 35.1 42.6 15.5

48 46 4.6 2.2

41.5 52.1 4.4 2.1

42 44 11 3

41.6 44.7 11.4 2.3

30 55 12 3.3

26 58.5 12.1 3.3

67 31 2.2 0.3

63 33.5 3.1 0.4

25 52 20 3.5

27.8 48.9 18.4 5

27 47 22 5.2

21.3 47.3 25.5 5.9

21 58 19 2.5

21.2 57.2 17.9 3.7

34 55 10 0.8

30.5 56.7 11.3 1.5

22 66 11 1.1

20.3 65.4 12.2 2.1

58 39 3 0.5

56.2 39.9 3.5 0.4

③
お子様は、係や委員会活動、学校行事、部活動等に意欲的に取り組んで

いますか。

令和４年度　相模原市立清新中学校教育評価アンケート　

①

② お子様は、安心して楽しい学校生活を過ごしていますか。

保護者アンケート集約結果　回答者数481名

＜回答選択肢＞

　１ ～している　２ どちらかといえば～している　３ あまり～していない　４ ほとんど～していない

清新中学校区の小・中学校が連携して取り組んでいる「９年間かけて身につけさせ

たい３つの力　①深く考える力　②思いや考えを行動にする力　③自分に負けな

い力」について、知っていますか。

④
お子様は、学級・学年や部活動等の中で、仲間同士で互いに切磋琢磨

しようとする関係が築けていますか。

⑤
お子様は、私たちの約束（学校の決まり）や社会のルールを守って

いますか。

⑥ お子様は、学習（授業や家庭学習）に意欲的に取り組んでいますか。

⑩
清新中職員は、教え方を工夫し、分かりやすい授業をしていると

思いますか。

⑪
学校は、学校だよりや学校ホームページ等で、日々の教育活動や

生徒の様子を知らせていますか。

⑦ お子様は、学校生活の中で活躍できる機会や場所はありますか。

⑧

⑨
清新中職員は、悩みごと等の相談にのったり、家庭やお子様のことを

理解しようとしていると思いますか。

お子様は、どのようなことに対しても最後まであきらめずに取り組んでい

ますか。



 
 

～清新中学校第３学年生徒の状況～ 
 令和４年４月１９日に３年生を対象に実施されました全国学力・学習状況調査の結果について、校内

において結果の分析を行い、本校のよい点や課題、課題について整理いたしましたのでその概要をお知

らせします。 

 なお、この本調査により測定できるのは学力の一部分であり、学校における教育活動の一側面にすぎ

ません。この調査結果に一喜一憂するのではなく、今後の教育活動に生かし、引き続き生徒一人ひとり

の学力向上に取り組んでまいります。保護者の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

１ 教科に関する調査からわかる本校第３学年生徒の特徴 
 
概要 

 ○国語については、大多数の生徒たちは国語の学習は大切な学習の一つだと考えており、国語の授業

で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと考えています。 

 ○本校の国語の平均正答率は、全国や神奈川県と同様の傾向を示しています。 

 ○数学については、大多数の生徒たちは数学が大切な学習の一つだと考えている一方で、数学の授業

で学習したことが普段の生活の中で活用できると考えている生徒は半数にとどまっています。 

 ○本校の数学の平均正答率も、全国や神奈川県とほぼ同様の傾向を示しています。 

 ○理科においても、多くの生徒たちは理科の勉強は大切な学習の一つだと考えており、半数以上の生

徒たちが、理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと考えています。 

教科別の特徴 

○国語では、「情報の扱い方に関する事項」、「思考力，判断力，表現力等における書くこと」において、

国・県の平均よりも正答率が上回っており、「漢字の行書の読みやすい書き方について理解する問題」

では生徒率が高い状況にあります。一方で、「行書の特徴を踏まえた書き方について説明したものの

中から適切なものを選択するする問題」、「自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にし

て書く問題」では国・県の平均よりも正答率が低く、特に「場面と場面，場面と描写などを結び付

けて，内容を解釈する問題」では無回答率も高い状況にあります。 

○数学では、「目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由を説

明する問題」、「結論が成り立つための前提を考え，新たな事柄を見いだし，説明する問題」では、

国・県の平均よりも正答率が高い状況にあります。一方で、「一次関数の変化の割合の意味を問う問

題」、「データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明する問題」では国・県

の平均よりも正答率が低い状況にあり、特に、「筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理由を説明する

問題」、「結論が成り立つための前提を考え，新たな事柄を見いだし説明する問題」では、国・県と

同様に無回答率が高い状況にあります。 

○理科では、「力の働きに関する知識及び技能を活用して，物体に働く重力とつり合う力を説明する問

題」などでは国・県の平均よりも正答率が上回っており、「条件を制御したりして実験を計画できる

かどうかをみる問題」では生徒率が高い状況にあります。一方で、「温度が下がる身近な事象につい

て知識及び技能を活用できるかどうかをみる問題」、「観察，実験の操作や条件の制御などの探究の

方法について検討し見通しをもつ問題」では国・県の平均よりも正答率が低く、特に「実験の計画

を検討して改善できるかどうかをみる問題」では無回答率も高い状況にあります。 

 

２ 質問紙調査からわかる本校第３学年生徒の特徴（次項参照） 
○およそ65％の生徒が、将来への夢や目標を持っていると回答しています。先行き不透明な時代であ

るからこそ、自らを真摯に見つめ、自分の強みのみならず課題をも素直に引き受け、社会の中で自

分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していこうとする力が今後も問われてくるもの

と思います。今後も、あらゆる教育活動を通じて生徒たちの自己実現への支援をしてまいります。 

○昨年度と同様、大多数の生徒がいじめについて問題意識を高くもっていることがうかがえます。一

方で、自己肯定感の意識については、自らを肯定的に捉えている生徒は８割を切っており、難しい

ことでも失敗を恐れず挑戦しているかの問いに、肯定的に回答している生徒は６割程度に留まって

います。  

○およそ18％の生徒が一日4時間以上スマートフォン等を利用しており、2時間以上4時間未満となると、

62％の生徒がSNSや動画視聴をしていると回答しています。 

   

  

  

令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果から 



３ 今後の改善点やお願い 
○コロナの収束が見えない中ですが、生徒の自己の伸長には、学校生活が成すべき役割が大きいもの

と考えます。今後も授業の場面のみならず学校行事、生徒会活動、日々の係活動等を通じて自己有

用感を高め、自他共に大事にできる心の育成に努めてまいります。 

○学校では今後も、生徒たちの学びがさらに触発されるよう IT 機器の有効活用について研究してい

きますが、これまで同様、携帯電話やスマートフォンの使用時間や利用方法については、家庭内で

ルールを決めるなど、適正使用についてお取り組みいただきますようお願いいたします。 

参 考（令和４年度全国学力・学習状況調査 第 3 学年生徒質問紙調査結果から抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


